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よつ葉生活協同組合 40 周年―前進する糧を求めて―⑫ 

 愛され頼りになる地域生協を目指して（最終）             

 1844年にイギリスの紡績工場で働く人々が生活を守るために、

ごまかしのない小麦粉や日用品を共同で仕入れたのが生協の始ま

りだと言われています。 

日本では 1900 年(明治 33 年)、主に農業振興のために産業組合

法ができたのをきっかけに、消費組合や購買組合が生協的な活動

として広がっていきました。生協は絶えずその時の政治や経済の

影響を直接受け、戦時下での継続は困難極まりないもので、特に

第二次世界大戦は生協の活動が広がりつつあった中で、構成員の

徴兵、建物の破壊、食料統制下での配給権の問題等々で閉鎖状況

に追い込まれました。 

1948 年戦前から活動していた関西の生協を中心に再建され、

「消費生活協同組合法」が制定されました。 

この時期に「生協の父」と言われる賀川豊彦さん(神戸.1888～

1960)が「愛と相互扶助」で生協再建のために尽力を尽くしました。

賀川さんは 1919年(大正 8年)に大阪に「購買組合共益社」を立ち

上げ、1923年の関東大震災の救援のために上京しました。 

損得中心の商売から離れ、万人が万人幸福になるように同じ考

えを持ったもので商売をすることが消費組合の趣旨であり、イギ

リスではすでに生協の力がついてきていると指摘しました。 

日本では家制度の下で戸主となっていた男性が生協に入り、理

事会も男性でした。大正時代に女性の参画が進んだ時もあったよ

うですが、一般家庭の主婦レベルまでの普及には至らなかったよ

うです。協同組合の中で農業協同組合や漁業協同組合などの生産

を主とする協同組合で事業経営の柱となる理事会に女性理事の参

画は極めて少ないのが現状です。 

生協は協同組合の中で消費生活協同組合と言われ、厚生労働省

の管轄下に置かれ、農協や漁協は農林水産省に置かれています。

協同組合として管轄も含めた一本化の要請をしていました。農協

に対して共済、金融などの制約の動きも出ています。生協に対し

ても共済加入手続き等の制約が実施され、郵政民営化による外資

系保険会社の参入で日本の共済と外資系保険会社との競争へ道が

つけられている状況があります。生協の共済はあくまでもお互い

様の助け合いが原点の共助相互扶助を形にしたものです。 

競争をしない事業運営が非営利法人としての姿勢です。現在の

経済活動は、衣食住全てが競争を前提に経営が成り立っています。

自動車、飲料、不動産など同業種間の競争はテレビ、新聞、雑誌の

広告で見てとれます。競争が続くといつかは勝つ企業と負ける企

業が出てきます。 

持続可能な社会づくりには、共助による地域の協力体制の創造と

脱競争拡大が支えとなり、人の命が平等に扱われることが大前提

になると思います。 

1人で考え行動する限界を、多くの仲間、地域の人々と一緒に考 

え、共に行動して作り上げたのが生協のスタートでした。 

よつ葉生協は「食は命」の原点を「いのちと健康くらしを守る」

理念を具体化し、日々の生活に生かしていけるような事業運営を

この 40年間進めてきました。 

その活動を可能にしてくれたのは第二次大戦中に壊滅状態に追い

込まれた生協を、国民の支持を得られるまでに再建の道を切り開 

いてくれた先人の努力があったからです。 

1955年以降の化学工業の急速な発展で、水俣病を始め排水を不

処理のまま垂れ流しした環境汚染が多発しました。鉄鋼、自動車

等は 1つの街ができるほどの成長でした。 

同時に化学の発展は食品添加物、高かろう、悪かろうの粗悪品

も出回り、母親の食の安全の関心とともに生協への参加も広まり

ました。男性が主体の地域勤労者生協から、女性参画の安全な食

材を求める日々の暮らしに生かせる生協の設立が増えました。食

品の安全を求めて、2000年には 13,73万筆の組合員署名を各県地

域の生協の力を結集させ、食品衛生法の改正を実現しました。 

今地域生協として求められている大きい課題があります。一時、

働く人の派遣切りと言うことが、大手の企業で行われ社会問題に

なり、今は非正規雇用による雇止めが働く現場の弱い立場の人に

のしかかっています。 

コロナ禍で大きい問題になり、家族にとっては死活問題です。

とちぎボランティアネットワークが発行している、とちコミ SDG

ｓ通信の栃木の貧困者の実情、「今月の SOS」にフードバンクを利

用している方の内容が書かれています。6 月 117 世帯(複数支援

145回) 7月 126世帯(支援 184回) 

・娘と 2 人暮らし、3 月末で派遣の契約満了。収入が新聞配達で

月 7万円、家賃と光熱費水費を払ったら食費がない。 

・夫がコロナの影響で失業。貯金で生活。最近仕事に就いたがア

ルバイトで 8万円。妻は子ども 2人の預け先がなく働けない。 

・ 5月にコロナに感染し休職。そのため給与の手取りが少なく食

品が買えない。 

コロナでの失業、病気、障がい、精神疾患、DV離婚などの中、

一部の人への支援です。たまたまコロナ禍で表面化しましたが、

延々と負の連鎖は続いていました。よく「同一労働同一賃金」と

言われますが、正規社員と非正規社員とスタートから身分保障が

異なる仕組みの中で働かざるを得ないので、給与待遇の格差があ

って当たり前と社会全体が思い込んでいます。自分の事は自分の

責任でと言われても、一人の力で解決できない社会の仕組みや慣

習があります。 

よつ葉生協も他の生協、他の協同組合、行政、他団体と協力連

携しながら、共助を柱として共生できる社会の実現を進めなけれ

ばなりません。社会の仕組みの狭間で生活している人々とは、直

接会うことができない、声を聞くことができない中で、見えない

顔、聞こえない声にいかに心を寄せることができるか問われてい

ます。配送先で孤立死もありました。 

先月も、食品が少なくなったと言うことを県生協連を通じてあ

り、各生協がそれぞれ持ち寄り、よつ葉生協もすぐ食べられるも

のを届けました。地域見守り、お互いさま活動、暮らしの相談室、

様々なネットワーク活動を通じて「つながり」「つなげる」を形に

していき、地域生協として、安全な食材を届けるとともにつなが

りを感じられる地域づくりに一緒に取り組んでいきます。 

小さい生協なりに組合員、地域のためにやれる事はたくさんある

と思います。まだ見ぬ未来の子どものために、今を協同の力で頑

張り抜いていきます。            （会長 冨居） 
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参加してみませんか   P4の共通申込書またはホームページにて申し込みください。 

宇都宮 

米粉の蒸しパンを作ってみよう！ 
最近、流行りの米粉を使って蒸しパンを作ってみましょう。今回

は、冬至に向けてかぼちゃも使用します。 

日 時：12月 2日（金）10：00～11：30（受付9：45～） 

会 場：河内生涯学習センター 調理室 

（栃木県宇都宮市中岡本町 3221-4） 

参加費：組合員 大人 300円   一 般 大人 400円 

定 員：5人   託 児：な し 

締切日：11月 18日（金） 

主 催：宇都宮北委員会 

問合せ：よつ葉生協 本部 中村 TEL 0120-07-1613 

＊応募多数の場合は、抽選となります。 

＊ご案内・結果は、11月 24日に発送します。 

＊持ち物等は、ご案内にてお知らせ致します。 

足 利 

糀を使って免疫力UP‼ 
塩糀と甘酒カステラを作ります。（すべてお持ち帰りになります） 

講師：黒澤千賀子さん 

日 時：12月 5日（月）10：00～12：00（受付9：45～） 

会 場：あしかがフラワーパークプラザ（足利市民プラザ） 

（栃木県足利市朝倉町264） 

参加費：組合員 大人 800円   一 般 大人 1000円 

 

真 岡 

クリスマスリース作り 
季節のお花や木の実を使ったリースを作ります。 

花師の鉢村絵美さんに指導していただきます。 

日 時：12月 6日（火）10：00～11：30（受付9：45～） 

会 場：介護付き有料老人ホーム新（あらた）あすなろ教室 

（栃木県下野市小金井2290-1） 

参加費：組合員 大人 1500円   一 般 大人 1800円 

定 員：10人   託 児：な し 

締切日：11月 18日（金） 

主 催：真岡委員会 

問合せ：よつ葉生協 本部 中村  

TEL 0120-07-1613 

＊応募多数の場合は、抽選となります。 

＊ご案内は11月 21日以降に発送します。 

 

定 員：8人   託 児：な し 

締切日：11月 18日（金） 

主 催：足利委員会 

問合せ：よつ葉生協 本部 中村 TEL 0120-07-1613 

＜持ち物＞エプロン・三角巾・マスク・持ち帰り用の瓶 

 

オーガニックフードマイスター、調理師 発酵食品を使ったおやつ“日々のお菓子”製造、助産院でのごはん作り等でも活動中！ 

＜理事 薄井史子  よつ葉サークル「なす子育ちの会」代表＞ 
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ご意見・ご感想をお寄せください。  お名前と組合員番号をご記入の

上、共同購入注文書またはお手紙でお願いします。掲載の方には粗品を

プレゼントいたします。※掲載するにあたって事前ご連絡をすることは

ありませんので、ご了承ください。 

共 通 申 込 書 

 

希望する行事名に □ してください 

□米粉の蒸しパンを作ってみよう‼  □クリスマスリース作り 

□糀を使って免疫力 UP 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

組合員番号       氏  名 

住  所 

連絡のつきやすい電話番号☎ 

参加人数 （大人）組合員    人※同居の家族は組合員に含みます 

（大人）組合員以外  人 

     （小・中学生）    人  歳  歳  歳 

     （未就学児）     人  歳  歳  歳 

参加者のアレルギー  無・有（           ） 

 
託児：６カ月以上のお子様から   人  歳  歳  歳  歳 

お子さんのアレルギー 無・有（           ） 

 
備考欄  

 

 

 

東日本大震災･東電原発事故での支援金 募金報告（10月 3週分）                             

ご協力ありがとうございます。                 

組合員さんの温かいお気持ちが今週も寄せられています  (単位：円) 

放射能から子どもを守る募金 （900番） 5，200 

震災孤児を支援する募金   （910 番） 20，400 

「有機農業と国産種子」募金 （920 番） 8，200 

合  計 33，800 

共同購入注文書裏の「10品以上の記入欄」に該当番号と数量をご記入ください。 

WEB 注文の場合は、左側［企画商品・募金］内の［募金関連］をクリック。 

一口 100円の募金になります。 

新型コロナウイルス感染症対策たすけあい募金報告（10月 3週分）                             

ご協力ありがとうございます。                 

組合員さんの助けあいの気持ちが広がっています     (単位：円) 

栃木コロナ支えあい基金   （860番） 3，900 

群馬コロナウイルス対策募金 （861 番） 1，600 

茨城誰かのために募金    （862 番） 1，800 

合  計 7，300 

共同購入注文書の該当番号に数量をご記入ください。 

WEB 注文の場合は、左側［企画商品・募金］内の［募金関連］をクリック。 

一口 100円の募金になります。 

●編集・発行よつ葉生活協同組合 小山市粟宮 1223 

0120-07-1613 TEL 0285-45-9100  FAX 0285-45-9101 

HP https://yotsubacoop.jp/ 

よつ葉だよりメールアドレス yotsubadayori@yotsuba-coop.jp 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

F
a
c
e

b
o

o
k
 

In
s
ta

g
ra

m
 

 
メールアドレスが変わりました。 

  

 

お世話になったあの人に、 

遠くの家族や親せきに。そして我が家で楽しむためにも♡  

おいしくて安心・安全な、よつ葉生協の自慢の冬の産直ギフト。5％off は 11 月 3週（注文書提出 11/７～11/11）のみ！ 

今週配布の「くらら」11 月 3 週の後ろに、直送申し込み書付きの保存版カタログが付いています。 

 

文化イベント情報  ■各イベントのお問い合わせは、直接主催者または連絡先にお願いいたします。 

直送の商品…いつもの注文用紙（共同購入注文書 令和 4 年 11 月 3 週・4 週・5 週）に番号と数量をご記入の上、ギフトカタログ

8 ページの直送ギフト申込書もお届け先等をご記入の上ご提出ください。ご指定の場所に配達されます。 
 

通常配達商品…いつもの注文用紙（共同購入注文書令和 4 年 11 月 3 週・4 週・5 週）に番号と数量を記入してご提出ください。

ご自宅に配送されます。 

 

足 利 

●イベント 家事家計講習会 ～平和を願い地球を守る！ 

豊かな未来は予算生活で～ 

      「防災・減災は日々の暮らしから」 

      …暮らしの中の実践… 

●日 時  11月 25日（金）10：00～11：30 

      11月 26日（土）10：00～11：30 

●会 場  足利友の家（栃木県足利市借宿町 115 コミュニティ

タワー浅間台 103） 

●参加費  300円 

●問合せ・申込み 足利友の会 TEL 0284-43-2981（田米開） 

        E-meil ashi.tomonokai@gmail.com 

●主 催  足利友の会 

 

小 山 

●イベント 〈子育てママの集まり〉 
      日頃の子育てのこと、乳幼児のお母さん同士一緒にお

話しませんか？ 

＊毎月 第 4 月曜日（12 月は第 3 月曜日） 

       10：00～11：00（現在は ZOOM 要予約・無料） 

〈遊び場〉 広いホールで自由に遊びませんか？お待

ちしています。現在コロナの状況から 5組限定です。 

      ＊毎月 第 2 月曜日  

10：00～11：30（要予約・無料） 

●問合せ・申込み 小山友の会 TEL 0285-23-0094 

            oyama-tomonokai@snow.plala.or.jp 

 

お待ちして 

います！ 
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